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富山和子先生への頬辞に代えて
社会福祉研究所所長三友量順
　微笑みのすてきな富山先生とは，筆者が短大の教員時代からのお付き合いである。一時，研
究室も同じくしていたことがある。かつての研究棟で過ごしたことのある我々教員間には，特
別な親近感とともに，今日の社会福祉学部の設置にいたる道のりを共に歩んできた誇りにも似
た思いがある。
　富山先生のご活躍は，むしろ学外や外国の方々によく知られている。先生は，あまりそのこ
とを口に出されない。昨年も入試監督でご一緒した他学部の新任の先生から，「あの富山和子
先生は社会福祉学部にいらっしゃるんですね！」と親しげに声を掛けてくれた。筆者は同僚の
一人としてたいへん誇らしい思いであった。先生はハーバード大学での講演をはじめ，国際会
議での提言，各種審議会の委員，そしてご進講もなさったことがある，本学でも稀な内外に誇
ることの出来る教員のお一人である。富山先生のこ著書のフアンは多い。皇后さまの愛読書の
なかで数少ない和書の1つとして紹介されたものが富山先生のこ著書である。卑近に及ぶが筆
者の次女も小学校以来の愛読者の一人である。富山先生のお書きになる文章の素晴らしさは，
改めて紹介するまでもない。国公私立を含め，教材としてのみならず，大学の入試問題にも利
用されていることは，それを顕著に物語っている。但し，先生がご著作を世に出されるために
どれほどご苦労なさってきたかを知る方は少ない。富山先生自身が，遅筆であることを口にさ
れたことがある。それもご謙遜かもしれない。
　先生はことばの一語一句を重んじ，ご自身が納得できる文章を完成されている。「小学生か
ら大学生，そして社会人までの広い層に，楽しく読んでもらうために」と先生は微笑んで語
る。そのために多くの時間を要する。短歌ではあるが，先生の母校・早稲田大学の名誉教授で
もあった会津八一博士（秋艸道人）は濫作をきつく戒め，内面から沸き上がることばを重んじ
た。よき伝統は継承されている。
　先生とは，一つだけ実現できなかったことがある。それはニュージーランドのSIT（南
ニュージーランド工科大学）に学生の引率の際，ご一緒できなかったことである。引率に先
立って，当時SIT側の担当者パム・ハルス女史が訪日された。その時に，富山先生もご一緒
に東京のホテルで会食をした。先生は英語を自由に駆使して彼女と楽しい歓談の一夕を過ごさ
れた。富山先生はプロとしての社交舞踏教師資格を有している。この時，ハルス女史は，富山
先生のためにダンスのお相手を務めることの出来る優秀な学生まで推薦してくれた。残念なが
ら，その年の先生の引率は実現出来なかった。期間中にどうしても出席しなければならない公
の会議が入ってしまったためである。
　ところが，有り難いことにその後2度もご一緒に海外に同行することが出来た。一度目は台
湾大学，中華仏学研究所の訪問と福祉研修旅行，そして2度目は中国雲南省への視察旅行であ
る。その視察旅行は筆者が『人間の福祉』第13号にレポートを寄せている。海外旅行でも富山
先生の服装ほかのセンスのよさが際立っている。小柄な先生は背筋をいつもピンと伸ばして颯
然と歩かれる。
　日本中を隈なく歩かれた先生にしてはじめてなし遂げられたご研究r水の文化史』〔文芸春
秋〕は，まさに富山先生の代表的な学術著書としての光彩を放っている。「フィールドワークの
富山」と称せられる所以が読む者を頷かせる。
　「水と緑と±」，この3つが同義語であるとして，これまで叡知によって自然の保護と結びつ
いてきた日本の農林漁業の復興を先生はうったえ続けてこられた。耕すことを忘れた文化に先
生は強い警鐘を鳴らす。ゴミは「水と緑と±の循環を乱したときに出る」と先生は言う。過疎
は格差の問題ではなく「究極の資源・土壌の，守り手を失うこと」であることも説きつづけて
こられた。富山先生はそれまで誰も口に出さなかったことを確信をもって述べてこられた。文
芸春秋に連載された「日本海こそ表日本」であるとする日本海文化論もその一つである。「この
連載でショックを受けたのは水の研究者であるよりも歴史家たち」である，との書評があっ
た。川・水・道・森などの，先生の著作「生きているシリーズ」は環境問題のバイブルとも称
されてきた。
　専門家による芸術的な写真をともなう，先生の素晴らしい「日本の米カレンダー」は，今や
国際ブランドとなっている。格調高い英訳が添えられ，欧米人たちが日本の風土をこよなく愛
する富山先生のうったえに感動を呼び起こされている。富山先生のユニークで，かつ日本のみ
ならず世界が気づかなければならない文化論・環境論は，21世紀というミレニアムに生きる
人々にとって最も示唆に富むものである。
　先生の関心領域は幅鷹い。そのいずれも貴重なご自身の体験にもとづいたものである。『名
湯10選』〔日債銀〕に推薦された第1番目は箱根である。そのことを後で知って，あまり体験を
持ち合わぜない筆者と，奇しくも同じ評価であることに殊の外，親近感を懐かせていただい
た。どの季節に行っても「やはり箱根はいい」と感じさせてくれるのは，もう三三という他は
ないと先生は仰る。まさしく富山先生には貫禄が具わっておられる。それは箱根の自然とは別
の，先生自らが努力して築きあげられたものであると思う。
　緑を愛し，水を愛し，お米を愛し，そして日本を愛する先生の，最近の至福はダンスのレッ
スンをおえた後の1杯の冷えたビールだとも対談で語っておられた。お忙しい先生の日常は，
立正大学をお去りになった後もほとんど変わることはないだろう。若々しい先生には古稀とい
うことばは相応しくない。
　何のご心配もないようにも窺われる富山先生が，ご実妹家族をあたたかく見守っておられる
事も側聞している。優しいお人柄が，美しい微笑みとなっている。富山和子先生が，われらが
立正大学におられたことは，今後，本学に入学する学生諸君にとっても，必ずや誇りとなるこ
とであろう。
